
日
本
天
台
は
、
そ
の
開
祖
伝
教
大
師
最
澄
（
七
六
七
’
八
二
三
が
延
暦
二
十
三
年
（
八
○
四
）
還
学
生
と
し
て
入
唐
し
、
九
ケ
月
在
島

中
に
六
祖
妙
楽
大
師
湛
然
（
七
三
’
七
八
三
の
弟
子
道
遼
・
行
満
二
師
か
ら
天
台
の
教
観
を
相
承
し
て
比
叡
山
に
伝
来
し
た
こ
と
か
ら

出
発
す
る
が
、
日
本
天
台
の
教
学
と
中
国
天
台
の
そ
れ
と
は
大
い
に
趣
き
を
殊
に
す
る
。
天
台
宗
と
公
称
す
る
か
ら
に
は
、
天
台
・
妙
楽

の
教
学
を
主
と
す
る
こ
と
は
勿
論
な
が
ら
、
さ
ら
に
こ
れ
に
華
厳
学
と
真
言
密
教
と
を
加
重
し
て
ゆ
き
、
さ
ら
に
浄
土
念
仏
の
信
仰
を
も

充
実
さ
せ
て
ゆ
き
、
こ
れ
ら
を
綜
合
し
た
日
本
天
台
は
中
国
天
台
と
は
一
味
違
う
思
想
信
仰
に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
根
源
は
日
本
天
台
宗
を
成
立
さ
せ
た
最
澄
に
あ
る
。
そ
の
中
、
今
は
中
国
、
日
本
の
両
天
台
宗
が
拠
っ
て
立
つ
と
こ
ろ
の
根
本
真

理
の
据
え
方
の
違
い
に
視
点
を
あ
て
て
、
日
本
天
台
の
特
質
を
考
え
て
み
た
い
。

中
国
天
台
の
根
本
真
理
は
、
湛
然
が
「
摩
訶
止
観
輔
行
伝
弘
決
」
に
お
い
て
、

ニ
テ
ノ
シ
ク
ス
ニ
ワ
ピ
ニ
テ
ワ
ス
ト
チ
レ

ノ
ナ
リ

故
至
三
止
観
正
明
二
観
法
一
並
以
二
三
千
一
而
為
二
指
南
一
。
乃
是
終
窮
究
寛
極
説
（
全
本
五
之
三
加
丁
）

日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）

一
、
最
澄
の
仏
教
学
の
出
発
点

は
じ
め
に

日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質

浅
井
円
道

(29）



日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）

と
、
一
念
三
千
が
智
頭
の
終
窮
究
寛
の
極
説
で
あ
る
と
指
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
最
澄
が
日
本
天
台
の
根
本
的

立
場
と
し
た
の
は
、
華
厳
宗
ば
り
の
真
如
随
縁
論
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
天
台
宗
の
根
本
真
理
は
一
念
三
千
論
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
最

澄
に
は
な
か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
か
と
い
う
と
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
。
例
え
ば
「
天
台
宗
未
決
」
（
最
澄
問
・
道
遼
答
）
十
條
の
第
四

條
で
道
遼
は
「
三
千
只
一
念
心
員
伝
全
五
巻
四
四
頁
）
と
一
念
三
千
論
に
言
及
し
て
い
る
。
ま
た
「
註
金
剛
鉾
論
」
（
後
述
）
に
は
明
曠
の

條
で
道
遼
は
「
三
千
只
一
念
心
」
（

一
念
三
千
論
が
し
ば
し
ば
見
え
る
。

だ
か
ら
な
ぜ
最
澄
は
天
台
宗
の
一
念
三
千
論
を
差
し
置
い
て
華
厳
宗
的
な
真
如
随
縁
論
を
根
本
に
据
え
た
の
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
何
か
。

一
に
は
師
承
に
よ
る
。
つ
ま
り
華
厳
学
に
心
を
傾
け
る
と
こ
ろ
か
ら
最
澄
は
仏
教
研
究
を
開
始
し
た
の
で
あ
る
。
最
澄
の
師
は
「
叡
山

大
師
伝
」
に
よ
る
と
「
近
江
大
国
師
伝
灯
法
師
位
行
表
」
（
伝
全
五
巻
附
二
頁
）
で
あ
る
が
、
行
表
（
七
二
四
’
九
七
）
の
師
は
当
時
「
華
厳

尊
者
」
（
伝
全
一
巻
二
一
二
頁
）
と
尊
称
さ
れ
て
い
た
道
落
（
七
○
二
’
六
ｇ
で
あ
る
か
ら
、
行
表
は
最
澄
に
対
し
て
常
に
華
厳
学
の
勉
強

を
勧
め
て
い
た
ら
し
い
。
『
内
証
仏
法
相
承
血
脈
譜
』
の
「
大
日
本
国
大
安
寺
行
表
和
上
」
の
項
に
よ
る
と

二
ｙ
ズ

ニ
チ
ノ

ニ
シ
チ
ク
ニ
キ
ヲ
ス
ワ
二

最
澄
生
年
十
三
投
一
大
和
上
一
、
即
当
国
国
分
金
光
明
寺
補
欠
得
度
即
票
二
和
上
可
彦
帰
二
心
一
乗
一
（
伝
全
一
巻
一
二
四
頁
）

と
あ
る
。
そ
の
「
一
乗
」
と
は
塩
入
亮
忠
「
伝
教
大
師
」
は
華
厳
学
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。

従
っ
て
東
大
寺
の
戒
園
院
で
比
丘
戒
を
受
け
、
三
ヶ
月
の
戒
律
の
講
義
の
聴
講
の
あ
と
、
比
叡
山
に
入
っ
て
東
塔
に
草
庵
を
結
び
、
自

学
自
習
に
入
っ
た
と
き
も
、
「
叡
山
大
師
伝
」
に
よ
る
と
、
「
起
信
論
疏
並
華
厳
五
教
章
」
（
伝
全
五
巻
附
五
頁
）
か
ら
勉
学
を
始
め
た
と
い

う
。
そ
れ
ら
は
中
国
華
厳
宗
第
三
祖
法
蔵
の
著
述
で
あ
る
。
だ
か
ら
華
厳
学
は
最
澄
の
仏
教
学
の
素
養
の
一
つ
で
あ
っ
た
わ
け
で
、
最
澄

は
「
真
如
随
縁
論
」
に
早
く
か
ら
心
を
寄
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。

(釦）



ハ
ｂ
レ

ル
カ
二
二
ハ
レ

萬
法
是
真
如
、
由
一
不
変
一
故
。
真
如
是
万
法
、
既
諏
随
綾
一
故
〆
故
子
長
瀞
借
無
斗
仏
性
一
者
豈
非
三
万
法
無
真
如
一
耶
（
同
一
七
頁
）

ズ
ヤ
ニ
キ
ニ

こ
れ
ま
た
有
名
な
一
文
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
天
台
宗
に
持
ち
込
ま
れ
た
真
如
論
の
独
得
の
展
開
が
み
え
る
。
即
ち
真
如
の
随
縁
が
万
法
で

あ
る
と
い
う
こ
と
は
華
厳
宗
の
理
論
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
採
用
し
た
湛
然
は
さ
ら
に
万
法
即
真
如
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
華
厳
宗
に
な

最
澄
は
還
学
生
と
し
て
入
唐
し
、
道
遼
・
行
満
の
二
師
に
就
い
て
天
台
の
教
観
を
相
承
し
た
こ
と
は
「
血
脈
譜
」
の
「
天
台
法
華
宗
相

承
師
師
血
脈
譜
一
首
」
に
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
二
師
の
師
は
六
祖
湛
然
で
あ
る
。
湛
然
は
天
台
宗
に
華
厳
宗
の
真
如
随
縁
論
を
導
入

し
て
天
台
教
学
を
修
飾
し
た
最
初
の
人
で
あ
る
。
だ
か
ら
湛
然
の
随
縁
論
は
天
台
三
大
部
の
註
釈
書
等
に
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
が
、
そ
の
随
一
は
「
金
剛
鉾
論
』
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
は
非
情
有
性
の
論
証
を
目
的
と
す
る
が
、
そ
の
た
め
に
真
如
随
縁
論
が
活

用
さ
れ
て
い
る
。
「
客
」
が
「
余
」
の
意
を
復
唱
す
る
言
葉
の
中
に

ア
リ
テ
ス
ヲ

ー
草
一
木
一
礫
一
塵
各
一
仏
性
各
一
因
果
具
三
足
縁
了
一
（
伝
全
四
巻
二
九
頁
）

と
い
う
句
が
あ
り
世
に
有
名
で
あ
る
が
、
こ
の
句
が
ま
さ
に
こ
の
論
の
趣
旨
を
要
約
し
て
い
る
。
「
一
草
一
木
一
礫
一
塵
」
と
は
木
石
非

情
の
こ
と
で
あ
り
、
「
各
一
仏
性
（
正
因
）
各
一
因
果
（
縁
了
匡
は
「
本
有
三
因
」
（
同
一
○
頁
）
「
正
中
三
因
」
（
同
二
三
頁
）
を
指
す
。

正
因
仏
性
が
本
有
・
体
遍
で
あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
な
ぜ
了
因
仏
性
・
縁
因
仏
性
も
本
有
で
あ
る
か
と
い
う
と
、
正
因
仏
性
な
る

真
如
の
理
は
単
に
凝
然
不
変
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
随
縁
作
動
す
る
働
き
も
あ
り
、
真
如
の
随
縁
性
が
即
ち
縁
了
二
仏
性
に
外
な
ら

く
、
天
台
宗
の
も
の
で
あ
る
。

な
い
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

二
、
最
澄
の
座
右
の
書

日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）
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日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）

湛
然
の
著
述
を
日
本
に
初
伝
し
た
人
は
最
澄
で
あ
る
が
、
最
澄
が
湛
然
の
「
金
剛
鉾
論
」
を
い
か
に
珍
重
し
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
は
、

例
え
ば
「
守
護
国
界
章
」
下
之
上
「
弾
麓
食
者
謬
破
一
切
有
情
皆
悉
成
仏
章
第
こ
で
、
徳
一
が
『
大
般
浬
薬
経
』
の
一
切
皆
成
論
を
否

定
し
て
「
本
来
法
ホ
ト
シ
テ
五
種
性
ノ
差
別
有
り
」
、
「
浬
桑
経
一
二
切
衆
生
悉
有
仏
性
ト
云
フ
ハ
、
此
レ
ハ
理
仏
性
ヲ
挙
グ
」
（
伝
全
二
巻

五
二
三
頁
）
、
然
る
に
理
仏
性
な
る
「
真
如
ハ
因
二
非
ズ
」
。
「
此
ノ
経
（
浬
薬
経
三
十
六
巻
）
ノ
意
ハ
行
仏
性
二
約
シ
テ
有
無
ヲ
簡
別
ス
ル

コ
ト
ヲ
説
ク
」
（
同
五
二
五
頁
）
の
が
本
意
で
あ
っ
て
、
そ
の
行
仏
性
に
約
す
る
な
ら
ば
「
或
ル
有
情
ハ
是
レ
行
仏
性
ア
リ
、
或
ル
有
情

ハ
是
レ
行
仏
性
無
シ
」
で
あ
る
か
ら
、
結
局
は
五
性
各
別
が
「
浬
藥
経
』
の
真
意
で
あ
る
と
主
張
し
た
に
対
し
て
、
最
澄
は
種
々
反
論
を

め
ぐ
ら
す
が
、
「
広
ク
ハ
金
鉾
二
破
ス
ル
ガ
如
シ
」
（
同
五
二
五
頁
）
と
て
「
金
剛
鉾
論
」
の
無
情
有
性
論
に
詳
細
を
譲
っ
て
い
る
。

ま
た
最
澄
は
「
金
剛
鉾
論
』
と
明
曠
の
『
金
剛
鉾
論
私
記
」
と
を
会
合
し
て
、
「
註
金
剛
鉾
論
」
な
る
会
本
を
作
っ
た
（
？
）
と
い
う

こ
と
も
、
最
澄
が
い
か
に
本
論
を
大
切
に
し
て
い
た
か
の
左
証
で
あ
る
（
伝
全
四
巻
収
）
。

か
く
て
、
最
澄
が
真
如
随
縁
論
に
自
分
の
立
脚
地
を
置
い
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
の
、
天
台
宗
と
し
て
の
正
当
性
は
湛
然
の
先
例
に

よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

最
澄
と
徳
一
と
の
法
戦
の
論
点
は
、
大
き
く
い
え
ば
一
切
衆
生
悉
有
仏
性
が
正
し
い
か
五
性
各
別
が
正
し
い
か
を
め
ぐ
る
仏
性
論
争
、

別
の
い
い
方
を
す
れ
ば
一
乗
真
実
三
乗
方
便
と
三
乗
真
実
一
乗
方
便
と
の
相
克
で
あ
る
が
、
子
細
に
見
る
と
、
『
法
華
去
惑
』
で
は
全
四

巻
中
前
二
巻
は
「
法
華
玄
義
』
を
め
ぐ
る
問
題
、
後
二
巻
は
「
法
華
文
句
」
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
り
、
「
守
護
国
界
章
」
上
巻
は
五
時
八

教
論
と
止
観
論
、
中
巻
は
『
法
華
去
惑
」
と
ほ
と
ん
ど
同
文
、
下
巻
の
上
・
中
巻
が
一
切
皆
成
論
・
真
如
論
・
種
子
論
等
、
下
の
下
巻
が

三
、
徳
一
と
の
論
争
の
必
要
上

(躯）



①
真
如
随
縁
論
を
持
つ
こ
と
の
誇
り

最
澄
対
徳
一
の
仏
性
論
は
両
者
と
も
玄
英
の
新
訳
以
来
の
仏
性
論
の
現
存
・
不
現
存
の
著
述
を
縦
横
に
駆
使
し
な
が
ら
互
い
に
鎬
を
削
っ

た
の
で
あ
る
が
、
常
盤
大
定
の
『
仏
性
の
研
究
』
に
よ
れ
ば
、
「
支
那
に
お
け
る
法
宝
対
慧
沼
が
そ
の
ま
ま
我
が
徳
一
対
伝
教
に
な
れ
る

の
観
あ
り
。
唯
そ
の
論
旨
、
次
第
に
微
を
穿
て
る
の
差
あ
る
の
み
」
（
五
二
○
頁
）
と
い
う
傾
向
が
あ
る
。

日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）

七
教
二
理
・
四
教
二
理
の
破
で
あ
り
、
「
法
華
秀
句
』
の
上
巻
の
「
仏
説
已
顕
真
実
勝
こ
は
、
『
守
護
国
界
章
」
の
下
の
下
巻
の
広
説
、

中
巻
は
天
竺
・
大
唐
の
仏
性
論
争
の
歴
史
、
下
巻
の
九
勝
は
法
華
経
が
最
勝
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
事
項
を
最
澄
独
自
の
立
場
か
ら
無
問
自

説
し
た
も
の
で
、
論
争
と
は
関
わ
り
が
な
い
。
以
上
、
智
顔
の
教
学
の
正
否
に
か
か
わ
る
論
争
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
徳
一
は
明
ら
か

に
智
頭
の
教
学
が
仏
教
的
に
も
誤
謬
が
多
く
、
ま
た
世
親
の
「
法
華
論
」
に
も
倖
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、
日
本
の
既
存
の
六
宗
の
上
に

さ
ら
に
天
台
宗
を
新
加
す
る
必
要
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
論
証
し
た
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

対
し
て
、
最
澄
は
徳
一
に
対
し
て
智
頷
の
立
論
の
正
当
性
を
弁
護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
の
場
合
、
天
台
教
学
に
は
性
具
論
は

多
い
が
、
真
如
論
は
少
な
い
。
凝
然
真
如
の
一
辺
に
執
し
て
理
仏
性
の
無
用
を
力
説
す
る
徳
一
を
迎
え
討
つ
に
は
、
必
然
的
に
華
厳
学
に

多
い
真
如
論
に
拠
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
真
如
論
に
対
し
て
互
具
論
で
応
戦
し
た
の
で
は
平
行
線
に
な
る
可
能
性
が
大
で
あ
る
。
そ
れ
よ

り
も
真
如
論
と
い
う
共
通
の
土
俵
で
争
え
ば
、
或
い
は
徳
一
の
考
え
方
を
幾
分
な
り
と
も
改
め
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
る
か
も
知
れ
な
い
。

か
く
て
最
澄
は
真
如
随
縁
論
に
立
脚
地
を
置
い
て
天
台
教
学
の
正
当
性
を
論
証
す
る
と
い
う
方
法
を
選
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
わ

れ
る
。

四
、
真
如
随
縁
論
の
使
用
例

(認）



②
仏
性
論

日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）

し
か
し
最
澄
自
身
は
自
分
は
真
如
随
縁
論
を
応
用
し
て
仏
性
を
論
じ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
密
か
な
自
負
を
持
っ
て
い
た
。
そ
の

ク
リ
ノ
ニ

ハ
ル
テ

ヲ

証
拠
に
、
徳
一
が
最
澄
の
仏
性
論
を
椰
楡
っ
て
「
似
一
宝
公
詞
一
」
（
伝
全
二
巻
五
一
○
頁
）
と
い
え
ば
最
澄
は
「
宝
公
不
レ
立
爲
随
縁
真
如
一

二
ホ
ス
ル
ノ
ヲ
二

故
猶
存
一
生
滅
頼
耶
一
故
」
（
同
五
八
八
頁
）
立
論
に
道
理
は
あ
る
が
未
正
義
で
あ
る
と
応
じ
て
い
る
。
つ
ま
り
真
如
随
縁
の
論
理
を
持
っ
て

い
れ
ば
、
真
如
の
随
縁
が
十
界
で
あ
る
と
真
如
と
現
実
と
の
関
係
を
直
裁
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
に
、
法
宝
は
こ
の
論
理
を
知
ら

な
か
っ
た
為
に
、
十
界
と
真
如
と
の
間
に
生
滅
の
阿
頼
耶
識
種
子
を
仮
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
点
、
今
の
所
論
に
比
べ
れ

ば
未
正
義
で
あ
り
随
宜
方
便
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

「
法
華
秀
句
』
の
中
巻
所
収
の
「
天
竺
・
大
唐
・
日
本
仏
性
課
」
で
は
大
唐
で
の
仏
性
論
争
と
し
て
道
生
と
智
勝
と
の
識
、
霊
潤
・
神

泰
・
義
栄
の
三
人
の
課
を
収
め
て
い
る
が
、
眺
め
る
と
理
性
・
行
性
に
関
す
る
議
論
は
あ
る
が
、
真
如
随
縁
論
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

章
第
こ一」

と
説
く
場
面
が
あ
る
。
徳
一
は
こ
の
経
文
を
衆
生
の
陰
界
入
次
第
相
続
の
阿
頼
耶
識
中
に
あ
る
無
始
無
終
の
法
性
自
永
な
る
種
子
と
読
み

と
り
、
こ
れ
が
法
永
種
子
で
あ
り
、
つ
ま
り
行
仏
性
で
あ
る
と
す
る
が
、
最
澄
は
本
性
に
真
如
法
性
を
あ
て
、
本
性
の
無
始
無
終
法
性
自

さ
て
真
如
随
縁
論
を
仏
性
論
に
適
用
し
た
例
を
一
つ
あ
げ
る
と
、
「
守
護
国
界
章
」
下
之
上
巻
「
弾
鹿
食
者
謬
破
一
切
有
情
皆
悉
成
仏

に

ロ
ト
ハ

善
戒
経
云
言
本
性
一
者
陰
界
六
入
次
第
相
続
無
始
無
終
法
性
自
永
、
是
名
一
本
性
駝
轄
脇
田
陰
界
六
入
次
第
相
続
者
縁
起
有
為
也
。

ニ
ク
フ
ハ
ト

シ

ナ
リ
ワ
ク
ト

ナ
リ
ノ
ヲ
テ
ス
ト
ノ
ニ

ハ
チ
ナ
リ
ニ
ニ
ク
チ
レ

ス
ル
ワ
ニ
テ
ス
ト

無
始
無
終
法
性
自
編
者
不
変
法
性
。
法
性
随
縁
名
為
二
有
為
一
。
是
故
衆
生
之
本
即
法
身
。
故
経
云
即
是
法
身
流
二
転
五
道
一
名
為
一
衆

ナ
リ

無
始
無
終
法
性
自
刎
者
不
変
法
性
。

卜
生
一
（
伝
全
二
巻
五
二
頁
）

(34）



③
経
体
論

『
守
護
国
界
章
』
中
之
下
巻
の
「
助
照
如
来
使
所
伝
三
車
体
章
第
二
十
五
」
で
は
、
醤
嶮
品
の
三
車
火
宅
の
醤
愉
を
め
ぐ
る
論
争
の
中

ク
し

で
、
「
諸
法
実
相
正
是
車
体
」
（
法
華
文
句
会
本
十
五
巻
十
五
丁
）
と
明
す
智
頭
の
解
釈
を
と
が
め
て
、
徳
一
が
牛
車
は
「
造
作
」
さ
れ
た
も

の
、
「
遊
戯
」
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
違
教
に
当
る
と
い
う
難
言
が
あ
る
。
即
ち
、

ハ
レ
ノ
ニ
シ
テ
リ
セ

ソ
ナ
ラ
ン

諸
法
実
相
此
真
如
理
、
不
一
従
し
因
生
一
。
云
何
造
作
（
同
四
八
九
頁
）

ノ
ハ
レ
ナ
ル
ニ
カ
ラ
ス

真
如
妙
理
是
無
為
故
不
レ
応
一
遊
戯
一
（
同
四
九
一
頁
）

と
。
そ
こ
で
最
澄
は
智
頭
の
説
を
助
照
し
て

ノ
ハ

門
外
三
車
依
他
縁
生
醜
造
燈
放
唯
促
ボ
レ
蕊
露
地
一
車
真
如
縁
起
所
一
造
作
一
故
唯
実
不
レ
仮
（
同
四
八
九
頁
）

ノ
ナ
ル
ス
ル
ニ
ニ
シ
テ
ナ
ラ

ハ
ス
ル
ニ
ケ
ヲ

理
随
縁
故
不
し
磯
二
遊
戯
一
（
同
四
九
二
頁
）

日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）

永
の
面
を
不
変
法
性
・
法
身
、
陰
界
入
次
第
相
続
の
有
為
の
面
を
法
性
随
縁
・
法
身
流
転
と
考
え
た
。
つ
ま
り
本
性
は
真
如
、
真
如
の
自

永
不
変
の
面
が
理
仏
性
、
真
如
の
随
縁
流
転
の
面
が
有
為
の
用
、
す
な
わ
ち
行
仏
性
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
仏
性
に
は
実

は
行
仏
性
の
働
き
も
あ
る
こ
と
を
論
証
し
た
わ
け
で
あ
る
。

徳
一
は
凝
然
真
如
の
一
辺
に
執
す
る
か
ら
、
真
如
理
仏
性
は
成
仏
の
種
子
た
り
え
な
い
、
行
仏
性
の
有
無
こ
そ
が
衆
生
の
成
不
を
決
め

る
鍵
で
あ
る
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
最
澄
は
真
如
随
縁
に
基
づ
い
て
真
如
理
性
に
行
性
を
認
め
る
立
場
に
立
つ
。
『
金
剛
三
昧
経
』

に
「
真
如
種
子
」
、
「
浬
桑
経
」
に
「
中
道
種
子
」
な
る
仏
語
を
見
出
し
て
、
真
如
常
法
が
種
子
た
り
得
る
こ
と
を
徳
一
に
提
示
し
た
（
伝

全
二
巻
五
八
○
頁
）
の
も
、
こ
れ
と
同
意
で
あ
る
。

(妬）



④
仏
陀
論

「
守
護
国
界
章
』
下
之
中
巻
の
「
弾
鹿
食
者
謬
破
報
仏
智
常
章
第
三
」
に
、
報
身
常
住
義
を
論
証
す
る
た
め
に
真
如
随
縁
論
を
用
い
た

ハ
ノ

例
が
あ
る
。
有
名
な
「
無
作
三
身
覚
前
実
仏
」
と
い
う
句
は
こ
こ
に
出
る
。

智
頭
の
報
仏
智
常
論
が
最
も
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
の
は
「
法
華
文
句
」
の
寿
量
品
釈
で
あ
る
。
こ
こ
で
智
頭
は
法
報
応
三
身
の
各
々
の

常
住
を
説
く
が
、
そ
の
正
意
は
「
禅
器
量
遮
職
一
三
皇
、
遺
蕊
別
鼠
正
蕊
一
報
え
一
」
と
て
報
仏
常
住
論
が
寿
量
品
の
主
眼
点
で
あ
る

と
い
っ
た
。
こ
の
辺
を
取
り
あ
げ
て
徳
一
は
「
理
法
身
」
は
「
凝
然
常
住
」
で
あ
る
が
、
智
報
身
は
「
従
因
生
」
の
智
を
体
と
す
る
「
酬

因
有
報
」
の
仏
で
あ
る
か
ら
、
「
相
続
常
」
で
は
あ
っ
て
も
「
凝
然
常
」
で
は
な
い
。
ま
た
法
身
に
依
止
す
る
と
き
は
「
凝
然
常
」
で
あ

る
と
も
い
え
る
が
、
し
か
し
「
自
性
常
」
で
は
な
い
と
い
う
。

こ
れ
に
対
す
る
最
澄
の
反
論
は
、
一
に
は
永
前
経
と
法
華
経
と
の
仏
身
観
の
相
違
、
二
に
は
両
宗
の
真
如
観
の
差
か
ら
く
る
常
住
の
意

味
の
相
違
と
い
う
二
点
に
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
の
仏
身
観
の
相
違
と
は
、
法
華
の
仏
身
は
三
身
即
一
身
で
あ
る
か
ら
、
三
身
を

離
開
し
て
、
法
身
は
常
住
で
あ
る
が
他
の
二
身
は
無
常
で
あ
る
と
分
別
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
。
こ
れ
は
徳
一
の
い
う
依
止
法
身
常
の

義
に
似
て
い
な
い
で
も
な
い
。
し
か
し
も
っ
と
い
え
ば
、
法
華
の
寿
避
品
は
法
身
常
住
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
伽
耶
の

始
成
を
破
し
て
久
遠
実
成
を
開
顕
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
な
け
れ
ば
、
反
論
と
し
て
は
充
分
で
あ
っ
て
も
、
天
台
義
の
徹
底
と

日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）

と
会
通
し
た
。
真
如
随
縁
に
よ
る
実
相
車
体
説
の
助
照
で
あ
る
。

は
い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
に
真
如
観
の
相
違
と
は
、
真
如
は
凝
然
不
変
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
随
縁
作
動
性
も
あ
る
こ
と
に
立
脚
し
て
、
「
凝
然
常
住
」

(36）



⑤
円
融
相
即
論

背
反
す
る
二
律
の
相
即
を
説
く
の
が
円
教
で
あ
る
。
し
か
し
徳
一
は
相
即
論
は
法
相
宗
で
い
う
と
こ
ろ
の
摂
相
帰
性
門
と
同
じ
で
あ
る

か
ら
立
已
成
の
失
が
あ
る
と
い
っ
て
、
天
台
宗
別
立
を
拒
否
す
る
。
「
守
護
国
界
章
」
上
之
中
巻
「
弾
鹿
食
者
謬
破
四
教
位
章
第
六
」
に

ノ
ハ
テ

ノ
ニ
ク
ニ
ク

ト

ハ

ニ
ス
ニ
ク

彼
所
立
円
宗
唯
依
二
平
等
法
界
一
味
真
如
一
而
説
。
故
説
二
煩
悩
即
菩
提
一
。
又
本
清
浄
浬
藥
一
切
衆
生
凡
聖
倶
具
足
。
故
説
二
生
死
即

浬
裟
．
熱
水
倣
性
常
罎
恐
畷
、
厭
綾
藤
鼓
渡
曝
椒
贄
．
彼
波
鰡
量
水
境
蕊
如
倣
性
常
住
寂
静
、
無
明
之
風
所
撃
動
一

ナ
レ
ト
モ

ニ
レ
テ
セ

ノ
ノ
リ
ル
ノ
ユ
レ
ハ
チ
ノ
テ
ナ
リ
テ
ニ
ク

ト
レ
チ
モ
ッ

ワ
ソ
ニ
テ
ン
ヤ

而
六
道
波
有
し
起
、
無
明
風
断
即
六
道
波
随
亦
寂
静
。
依
一
此
義
一
説
二
浬
藥
即
生
死
一
。
此
則
中
主
立
二
摂
相
帰
性
門
一
。
何
更
立
冥
別

と
円
融
相
即
論
を
難
ず
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
因
み
に
煩
悩
即
菩
提
・
生
死
即
浬
藥
を
説
く
例
は
「
法
華
玄
義
」
で
迩
門
十
妙
を
述
べ
る

中
の
第
一
境
妙
段
に
、
四
諦
の
境
を
蔵
通
別
円
の
化
法
四
教
に
約
し
て
説
く
中
に
あ
り
、
円
教
の
四
諦
を
無
作
四
諦
の
名
目
で
呼
び

迷
理
尚
鱸
羅
押
繍

尚

無
作
四
諦

能
解
尚
纈
鯉
秤
鱸

日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）

の
外
に
「
縁
起
常
住
」
の
概
念
を
導
入
し
、
「
依
他
縁
生
相
続
常
義
」
の
外
に
「
随
縁
真
如
相
続
常
義
」
を
立
て
て
、
報
身
常
住
を
論
証

し
た
。
つ
ま
り
法
身
理
は
凝
然
不
動
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
随
縁
面
に
智
を
あ
て
、
法
身
の
常
恒
の
随
縁
を
報
仏
と
考
え
た
わ

け
で
あ
る
。

ワ
宗
一
（
伝
全
二
巻
二
六
三
頁
）

(37）



と
言
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
難
言
で
あ
る
。

摂
相
帰
性
門
と
は
、
窺
基
の
「
大
乗
法
苑
義
林
章
』
第
一
本
や
「
成
唯
識
論
述
記
」
第
一
本
等
に
み
え
、
性
用
別
論
門
が
差
別
観
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
こ
れ
は
平
等
観
で
、
有
為
生
滅
の
差
別
の
事
相
を
真
如
理
性
に
帰
納
し
て
同
一
体
性
・
平
等
一
味
を
観
ず
る
法
門
で
あ

る
が
、
徳
一
は
し
ば
し
ば
此
の
法
門
に
よ
っ
て
天
台
新
宗
に
立
已
成
の
失
を
蒙
ら
せ
た
。

徳
一
の
こ
の
論
難
を
処
理
す
る
た
め
に
は
、
智
頗
の
円
融
相
即
の
法
門
と
摂
相
帰
性
門
と
の
相
違
を
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で

最
澄
は
真
如
観
に
つ
い
て
の
両
宗
の
相
違
を
指
摘
し
、
法
相
宗
義
は
真
如
凝
然
の
み
の
偏
真
理
で
あ
る
が
、
天
台
所
立
は
真
如
に
随
縁
性

を
も
認
め
る
か
ら
、
性
相
不
融
の
差
を
摂
相
帰
性
し
た
上
で
の
平
等
一
味
で
は
な
く
、
直
ち
に
性
相
融
会
す
る
と
こ
ろ
を
相
即
と
い
う
の

を
も
認
め
る
か
ら
、

で
あ
る
と
答
え
た
。

●
と
Ｊ
も
い
や
っ
。

●
し
」
○

日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）

（
会
本
二
下
巻
二
十
五
～
三
十
四
丁
、
私
に
図
示
）

註
「
摩
訶
止
観
」
第
一
大
意
章
の
発
大
心
の
顕
是
（
会
本
一
之
三
巻
二
十
五
～
八
丁
）
「
大
本
四
教
義
」
第
一
章
釈
四
教
名
（
卍
続
三
三
ノ
五
巻
四

一
五
～
六
）
、
第
四
章
明
判
位
不
同
（
同
、
四
巻
四
四
七
）
に
も
見
え
る
。

ノ

ハ
ノ
テ
キ
ニ

ラ
ト

ル
七
二
ツ
ル
ノ

ヲ
ク
ル
モ

ノ

汝
所
立
摂
相
帰
性
門
其
名
似
し
好
義
不
し
足
。
能
摂
（
性
）
所
摂
（
相
）
不
二
相
即
一
故
。
立
二
一
分
（
真
如
三
師
多
有
二
道
理
一
一
乗
独

ハ

ナ
リ

ノ
ミ
ナ
ラ
ン

円
動
静
無
礒
。
豈
唯
法
界
寂
滅
乎
。
（
同
二
六
五
頁
）

ま
た力

ハ

ナ
リ

ハ
ト
モ
ナ
リ
ト

汝
性
用
門
理
事
各
別
。
所
依
之
性
雛
一
ホ
ニ
ー

ル
ル
ー
セ
ノ

ワ

由
し
未
し
了
二
知
即
不
即
権
実
之
義
一
（
同
二
七
九
一

（
同
二
七
九
頁
）

モ

ハ
ナ
リ
ソ
テ
ノ
ヲ
ン
ヤ
ザ
ス
ワ
ノ
ヲ
ノ
ノ
ニ
ニ
ッ
ル
ノ
ハ

而
能
依
之
用
階
級
差
別
。
何
以
二
不
即
門
一
得
し
閉
二
相
即
門
一
汝
此
外
更
立
円
宗
難
者

(銘）



最
澄
は
真
如
随
縁
論
に
拠
っ
て
法
相
教
学
に
対
抗
し
た
が
、
こ
う
し
て
培
わ
れ
た
随
縁
論
尊
重
の
教
風
は
、
論
争
書
で
は
な
い
『
註
無

量
義
経
』
に
お
い
て
も
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば

①
「
無
量
義
経
」
徳
行
品
第
一
で
、
仏
の
内
証
身
を
歎
ず
る
偶
頌
に
「
其
晶
誰
宜
謹
製
…
・
・
説
坐
張
臥
圭
行
住
一
一
…
…
非
し
青
非
し
黄

ス
ニ
ス
二

日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）

以
上
に
よ
っ
て
最
澄
の
真
如
随
縁
論
尊
重
の
教
風
を
伺
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
た
だ
し
後
世
展
開
さ
れ
た
、
不
変
・
随
縁
両
真
如
を
本

迩
両
門
に
相
配
す
る
解
釈
は
、
最
澄
に
は
片
鱗
す
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
現
れ
る
の
は
「
修
禅
寺
決
」
（
伝
全
五
巻
二
九
頁
、
一
三
五
頁
）
、

「
三
大
章
疏
七
面
相
承
口
決
」
（
同
一
四
一
頁
）
、
「
断
証
決
定
集
」
（
回
一
六
○
頁
）
な
ど
の
最
澄
の
偽
撰
書
に
お
い
て
で
あ
る
。

法
相
宗
義
で
は
真
如
は
凝
然
不
動
の
寂
理
に
と
ど
ま
り
、
万
法
を
縁
起
し
な
い
。
だ
か
ら
真
如
と
は
別
に
第
八
阿
頼
耶
識
な
る
も
の
を

仮
設
し
、
そ
の
中
に
含
蔵
す
る
種
子
が
有
為
生
滅
の
万
法
の
現
行
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
、
種
子
縁
起
説
に
立
つ
か
ら
、
無
為
の
真
如
と

有
為
の
万
法
と
の
一
体
関
係
を
認
め
な
い
。
最
澄
は
こ
の
真
如
観
を
「
凝
然
真
如
」
に
と
ど
ま
る
「
偏
真
理
」
と
艇
し
、
自
か
ら
は
真
如

は
「
不
変
真
如
」
で
あ
る
ば
か
り
は
な
く
、
染
浄
の
諸
法
を
縁
起
す
る
動
性
で
も
あ
る
と
考
え
、
こ
れ
を
「
随
縁
真
如
」
と
呼
ん
だ
。
つ

ま
り
真
如
を
静
的
に
把
え
る
だ
け
で
な
く
、
動
的
に
、
諸
法
発
生
の
い
わ
ば
第
一
原
因
と
し
て
把
え
た
と
こ
ろ
に
法
相
宗
義
と
の
差
が
あ

る
わ
け
で
あ
る
。
諸
法
は
真
如
そ
れ
自
身
の
流
転
に
外
な
ら
ぬ
か
ら
、
寂
の
性
も
真
如
、
動
の
相
も
真
如
、
動
静
無
礦
、
性
相
融
会
し
て
、

摂
性
帰
性
と
い
う
手
数
な
し
に
、
事
相
差
別
の
当
相
が
そ
の
ま
ま
真
如
の
動
態
に
外
な
ら
ず
、
染
も
浄
も
真
如
の
随
縁
、
煩
悩
も
菩
提
も

真
如
の
依
他
、
十
界
は
悉
く
真
如
の
随
縁
で
あ
り
平
等
法
界
で
あ
る
と
観
ず
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

五
、
非
論
争
書
の
中
の
真
如
随
縁
論

(釣）



日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）

ス
ニ
ス
ニ
ス

一
一

非
二
赤
白
一
非
し
紅
非
三
紫
種
々
色
一
」
（
両
読
開
結
八
頁
）
と
あ
る
と
こ
ろ
を
釈
し
て

フ
ハ
ト
シ
テ
ニ
ス
ワ
ニ
ス
ル
カ
ニ
ク
ト
ニ
ス
ル
ヵ
ニ
ニ
ス
ル
カ
ニ

言
忌
非
坐
非
臥
非
行
住
一
者
約
↓
四
威
儀
一
弁
二
法
界
身
一
。
随
縁
坐
故
名
二
非
坐
一
、
随
縁
鴎
旋
箕
一
非
叺
、
随
縁
行
故
随
縁
住
故

ク

ノ
ノ
ー
ク
ト

ノ
ノ
ー
ク
ト

ノ
ノ
ー
ク

ト
ノ
ノ
ニ
ク
ト

ノ
ノ
ー
ノ

名
言
非
行
住
一
…
…
随
緑
色
故
名
一
非
青
一
、
随
縁
色
故
名
二
非
黄
一
、
随
縁
色
故
名
二
非
赤
白
一
随
縁
色
故
名
二
非
紅
一
、
随
縁
色
故
是

ニ
ク
ル

故
名
二
非
紫
種
々
色
一
也
（
伝
全
三
巻
五
八
一
～
二
頁
）

モ
ニ
ハ
シ
ノ
ノ
ハ
セ
リ

②
同
品
同
偶
頌
の
、
仏
の
有
相
の
諸
相
好
を
遣
っ
て
無
相
の
諸
相
好
を
示
現
す
る
経
文
に
「
而
実
無
二
相
非
相
色
一
一
切
有
相
眼
対
絶
無

相
之
相
有
相
身
衆
生
身
柤
柾
旅
鵬
〕
鮠
轡
○
頁
）
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
釈
し
て

ノ

言
一
一
切
有
相
眼
対
絶
一
者
此
句
明
二
相
窒
。
一
切
有
柵
智
柤
顔
》
染
饒
故
室
一
一
凱
・
誰
鍵
影
相
一
故
名
一
宥
相
一
。
染
分
浄

フ
ハ

ト
ノ
ハ
ス
ヲ

ク
ト

ハ
ノ
ナ
リ
ノ
ハ
ノ
ナ
リ
テ
ル
ハ
ス
ル
ニ
ク
ト
フ
ハ
ト
フ
ワ
ハ
ル
ノ
ワ

分
有
為
眼
識
、
不
変
随
縁
無
為
有
相
。
都
不
し
能
し
対
故
名
二
対
絶
一
。
言
二
無
相
之
相
一
者
謂
二
実
相
之
相
一
也
、
実
相
之
境
離
一
有
為
相
一

二
ク
ト
シ
テ
セ
ヲ
テ
ニ
ス
ル
ヲ
二
ス
ト
プ
ハ

・
卜
フ

ノ
ヒ
テ
ニ
ス
ル
ヲ
フ
ハ
ト
フ

故
名
二
無
相
一
。
不
し
動
二
本
性
一
随
し
縁
現
し
相
故
称
二
之
相
一
。
言
二
有
相
身
一
者
謂
二
性
功
徳
身
随
し
縁
顕
現
一
。
言
二
衆
生
身
相
一
者
謂
一
》

ノ
ノ
ヒ
テ
ニ
ス
ル
ワ
ロ
ハ

ナ
ガ
ラ
ニ
ナ
ラ
ノ
ニ
ケ
テ
ス

ト

性
染
分
身
随
し
縁
顕
現
一
。
言
性
浄
随
縁
性
染
随
縁
両
倶
不
レ
異
。
是
故
名
為
二
相
亦
然
一
也
（
同
五
九
三
頁
）

と
無
相
の
内
証
法
界
身
と
有
為
の
有
相
身
と
の
関
係
を
真
如
随
縁
論
に
よ
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

ク
レ

ー

ー

ク
ノ
ス

③
ま
た
同
経
の
説
法
品
第
二
に
菩
薩
の
偏
知
す
べ
き
四
相
の
境
を
述
べ
る
長
行
部
分
に
「
又
復
深
入
二
一
切
諸
法
一
、
法
相
如
レ
是
生
二
如

ワ

ク
ノ
ス

ー
ー

ク
ノ
ス

ヲ

ク
ノ
ス

ヲ

ク
ノ
ク
ズ
ヲ
ク
ノ
ク
ズ

是
法
一
、
法
相
如
レ
是
住
一
如
是
法
一
法
相
如
レ
是
異
二
如
是
法
一
、
法
相
如
レ
是
滅
二
如
是
法
一
、
法
相
如
し
是
能
生
二
悪
法
一
、
法
相
如
し
是
能
生
一
｝

シ
ノ

ク
ノ
シ
テ
ノ
ワ
ク
ク
リ
レ

善
法
一
、
住
異
協
春
亦
復
如
し
是
、
菩
薩
如
レ
是
観
一
察
四
相
始
末
一
、
悉
遍
知
已
」
（
同
一
六
頁
）
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
こ
れ
を
説
明
し

ヲ

て

フ
ハ

ト
フ
ノ
ワ
ブ
ハ

ト

フ
ハ
ト
レ
チ
ニ
ク
ノ
ヲ

言
二
一
切
諸
法
一
者
謂
二
千
如
因
果
一
、
言
二
法
相
如
是
一
者
不
変
真
如
、
言
二
生
如
是
法
一
者
随
縁
真
如
、
是
即
第
一
挙
二
大
相
生
一
…
…
又

フ
ハ

ト
ク
ワ
フ
ハ

ト

グ
ワ

ワ
ク
ト
ニ
プ
ハ
ト
グ
ヲ

言
二
法
相
如
是
一
亦
挙
二
不
変
一
、
言
二
能
生
悪
法
一
者
亦
挙
二
随
縁
一
、
無
明
縁
起
是
名
二
悪
法
一
、
次
言
二
法
相
如
是
一
者
亦
挙
二
不
変
一
、

(40）



↓④
同
経
の
同
品
に
塞
量
義
苛
鎖
一
法
一
皇
共
孟
春
鴎
粕
也
、
如
レ
是
無
相
無
し
相
不
し
相
、
不
レ
相
無
し
相
名
為
一
実
相
一
」
（
同
一

キ
ノ
ハ
ク

ナ
ラ
シ
テ
ナ
ラ
キ
ヲ
ケ
テ
ス
卜

七
頁
）
と
い
う
有
名
な
句
が
あ
る
。
こ
れ
を
釈
し
て
最
澄
は

ケ
テ

ワ
ス

ヲ

フ
ハ

ト
レ
グ
ル
ノ
キ
ヲ
ノ

ト
ハ
フ

ワ

挙
一
所
生
之
無
量
義
一
示
二
能
生
之
一
無
相
一
也
。
言
二
其
一
法
者
一
者
此
挙
三
中
道
無
一
》
二
辺
相
一
也
…
…
無
相
不
相
者
謂
一
随
縁
真
如
一
・

ノ

ハ
ホ
シ
ノ
ノ

ノ
ヒ
テ
ル
ニ
ク
ズ

モ
シ
ノ
ノ
ノ
ヒ
テ
ル
ー
ク
ア
リ
ノ
ー
テ
ス

其
随
縁
真
如
猶
如
二
円
鏡
面
一
。
一
切
形
色
随
し
来
能
影
。
真
如
随
縁
亦
復
如
し
是
一
切
染
浄
相
随
し
来
亦
能
相
。
是
故
名
為
一
無
相
不

「
註
無
趾
義
経
」
の
中
か
ら
以
上
の
四
例
を
挙
げ
た
が
、
実
態
は
不
変
随
縁
の
二
真
如
の
理
に
よ
っ
て
「
無
量
義
経
」
文
を
解
釈
す
る

例
は
ま
だ
ま
だ
多
量
に
の
ぼ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
最
澄
は
出
発
点
で
は
徳
一
に
対
抗
す
る
必
要
上
か
ら
二
真
如
の
理
を
活
用
し
た
の

か
も
知
れ
な
い
が
、
や
が
て
そ
れ
が
最
澄
教
学
の
論
理
構
造
の
基
盤
に
な
っ
た
と
云
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
。

日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）

と
。
つ
ま
り
一
法
と
は
中
道
、
中
道
は
実
相
で
あ
り
真
如
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
未
動
の
処
を
不
変
真
如
と
し
、
そ
の
動
態
の
無
量
義
の
相

を
随
縁
真
如
と
解
し
た
わ
け
で
あ
る
。

フ
ハ

ト

グ
ワ

ヲ
ク
ト

言
一
能
生
善
法
一
者
亦
挙
一
随
縁
一
、
法
性
縁
起
是
名
二
善
法
一
（
同
六
一
○
’
一
頁
）

と
生
住
異
滅
の
大
相
及
び
悪
法
善
法
に
つ
い
て
の
観
察
は
真
如
の
不
変
随
縁
と
見
る
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
引
文
中
省
略
し
た
部

分
は
住
・
異
・
減
の
説
明
部
分
で
あ
る
が
、
不
変
随
縁
の
両
真
如
に
よ
る
説
明
の
パ
タ
ー
ン
は
生
相
の
場
合
と
同
一
で
あ
る
か
ら
、
繁

を
避
け
て
略
し
た
。
ま
た
「
一
切
諸
法
と
言
う
は
千
如
因
果
を
謂
ふ
」
と
い
う
と
こ
ろ
に
は
一
念
三
千
の
前
段
階
の
言
葉
が
見
え
る
が
、

こ
れ
は
単
に
一
切
法
を
千
如
に
置
き
か
え
た
ま
で
の
こ
と
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
十
界
互
具
百
界
千
如
の
哲
理
と
し
て
は
用
い
ら
れ
て
い
な

、
。

相
一
・
（
同
六
一
三
’
四
頁
）

(4I)



真
如
随
縁
論
は
最
澄
の
滅
後
に
勃
興
し
た
台
密
に
も
継
承
さ
れ
た
。
空
海
が
六
大
体
大
説
で
あ
る
に
対
し
て
、
台
密
が
阿
字
体
大
説
を

採
っ
た
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
が
最
澄
の
真
如
随
縁
論
と
同
致
で
あ
る
こ
と
は
島
地
大
等
『
天
台
教
学
史
」
（
二
九
三
～
三
一
○
頁
）
、
福

田
堯
頴
「
天
台
学
概
論
』
（
四
二
六
頁
以
下
）
等
も
既
に
指
摘
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。

空
海
（
七
七
四
’
八
三
五
）
が
東
密
の
根
本
に
据
え
た
真
理
が
六
大
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
「
即
身
成
仏
義
」
の
冒
頭
に
頌
し
て

ニ
シ
ナ
ニ
ナ
リ

六
大
無
辱
常
玲
伽
体

し

四
種
曼
茶
各
不
レ
離
相

ス
レ
ハ
ニ
ル

三
密
加
持
速
疾
顕
用
（
弘
法
大
師
全
集
第
一
輯
五
○
七
頁
）

と
六
大
体
大
・
四
曼
相
大
・
三
密
用
大
を
明
言
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

一
方
、
台
密
の
事
実
上
の
創
始
者
で
あ
る
円
仁
（
七
九
四
’
八
六
四
）
は
「
金
剛
頂
経
疏
」
の
「
判
五
義
」
の
中
の
経
体
論
の
と
こ
ろ

・
ン
ク
サ
ハ
ワ
ス
ト
ク
ト
ト
ノ
ナ
リ
ニ
ト
ハ
レ
チ
ノ
ニ
シ
テ

ー
ー

ニ
ク

次
正
明
二
経
体
一
者
為
レ
ニ
。
謂
總
別
体
。
初
總
体
者
是
即
本
有
阿
字
一
部
之
指
帰
衆
義
之
都
会
也
。
故
大
砒
慮
遮
那
経
第
二
云
云

カ

ナ
ル
ク
ナ
リ
ト

ク
ハ
レ

ナ
リ
ト

何
真
言
教
法
、
謂
阿
字
門
。
…
…
一
行
阿
闇
梨
云
阿
字
是
一
切
諸
法
教
之
本
（
日
蔵
・
密
教
部
章
疏
下
一
三
五
頁
下
）

と
い
う
。
「
本
有
阿
字
」
と
は
「
大
日
経
」
具
縁
品
第
二
に
「
云
何
が
真
言
教
法
、
謂
く
阿
字
門
、
一
切
諸
法
は
本
よ
り
不
生
な
る
が
故

に
」
（
国
訳
一
切
経
密
教
部
一
柘
）
と
あ
る
経
文
を
踏
ん
で
い
る
。
円
仁
は
こ
こ
で
『
大
日
経
」
「
疏
』
に
な
ら
っ
て
「
金
剛
頂
大
教
王
経
」

に
つ
い
て
も
阿
字
が
経
体
だ
と
言
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
一
切
諸
法
の
体
で
あ
る
と
ま
で
は
い
っ
て
い
な
い
。
円
仁
の
晩
年
の
弟
子
安
然

で

六
、
真
如
随
縁
論
の
継
承

日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）

(″）



こ
う
し
て
少
く
と
も
安
然
に
至
る
ま
で
は
、
日
本
天
台
の
根
本
真
理
は
真
如
随
縁
論
に
置
か
れ
て
お
り
、
一
念
三
千
論
は
ほ
と
ん
ど
顧

み
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
円
珍
（
八
一
四
～
八
九
二
の
場
合
は
例
外
で
、
真
如
随
縁
論
は
少
な
く
、
「
法
華
論
記
」

「
授
決
集
」
「
普
賢
経
記
』
な
ど
に
多
く
の
一
念
三
千
論
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
中
国
趙
宋
天
台
の
四
明
知
礼
（
九
六
○
～
一
○
二
八
）
に
は
天
台
宗
に
真
如
随
縁
論
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
反
省
が
あ
り
、

華
厳
宗
の
は
別
理
随
縁
説
で
あ
っ
て
湛
然
の
円
理
随
縁
説
と
は
違
う
と
い
う
こ
と
を
「
十
不
二
門
指
要
抄
」
の
「
因
果
不
二
門
」
等
で
論

じ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
真
如
随
縁
論
を
根
本
大
師
以
来
の
伝
統
と
し
て
重
ん
じ
る
日
本
天
台
に
は
、
そ
の
反
省
は
な
か
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
い
う
と
、
実
は
安
然
に
既
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
『
教
時
義
」
に

一
小
乗
教
真
如
不
変
・
六
識
能
変

二
通
教
真
如
不
変
・
八
識
能
変

三
別
教
真
如
二
義
不
変
義
随
縁
義
、
真
如
不
即
諸
法

四
円
教
真
如
二
義
不
変
義
随
縁
義
、
真
如
当
体
諸
法

（
日
蔵
・
天
台
宗
密
教
章
疏
三
ノ
ー
四
五
ノ
六
）

日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）

（
一
八
四
一
’
九
○
三
？
）
に
至
っ
て
始
め
て
阿
字
を
体
大
と
す
る
説
が
明
言
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
で
阿
字
と
は
本
不
生
を
意
味
す
る
種
字
で

あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
真
如
の
理
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
随
縁
が
大
・
三
・
法
・
鶏
の
四
種
曼
茶
羅
で
あ
り
、
身
・
語
・
意
の
如
来
の

三
密
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

む
す
ぴ

(鐙）



日
本
天
台
法
華
仏
教
の
成
立
と
そ
の
特
質
（
浅
井
）

と
あ
る
の
が
そ
れ
で
、
別
教
は
真
如
の
随
縁
が
万
法
で
あ
る
と
は
説
く
が
、
だ
か
ら
万
法
即
真
如
で
あ
る
と
は
い
わ
な
い
。
と
こ
ろ
が
円

教
は
真
如
の
随
縁
が
万
法
、
万
法
の
不
変
が
真
如
で
あ
る
と
説
く
と
こ
ろ
に
別
教
と
の
遠
い
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う

別
教
と
は
主
と
し
て
華
厳
宗
、
円
教
と
は
天
台
宗
を
い
う
。
安
然
は
知
礼
よ
り
一
二
○
年
以
前
の
出
生
で
あ
る
。

(“）


